
▼
第
六
次
行
政
改
革
大
綱

募
集
期
間

 
12
月
１
日
火
�
15
日
火

 
第
六
次
大
野
市
行
政
改
革
大
綱

は
、
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
行
政
改
革
を
推
進

す
る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
、

﹁
越
前
お
お
の
元
気
プ
ラ
ン
﹂
に

即
し
て
い
ま
す
。﹁
越
前
お
お
の
﹂

ら
し
さ
を
高
め
る
た
め
に
行
う
施

策
の
展
開
や
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
推
進
で
き
る
体
制
を
構
築
す

る
た
め
の
指
針
と
し
ま
す
。

 
新
た
な
大
綱
で
は
、
施
策
を
展

開
し
や
す
い
柔
軟
性
の
高
い
組
織

へ
の
転
換
や
、
公
平
で
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
、
成
果
指
標
を
明

確
に
し
て
改
革
の
推
進
状
況
を
分

か
り
や
す
く
し
、
状
況
に
応
じ
て

見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
市

民
参
加
を
一
層
推
進
し
、
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
方
策
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

問
 
総
合
政
策
課
行
革
推
進
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
３
）

 
Ｅ
メ
ー
ル
 s

o
s

e
i@

c
ity

.

fu
ku

i-o
n

o
.lg

.jp

▼
第
二
期
環
境
基
本
計
画

募
集
期
間

 
11
月
24
日
火
�
12
月
８
日
火

 
市
で
は
今
日
の
多
様
化
す
る
環

境
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
大
野

市
環
境
基
本
条
例
を
制
定
し
、
こ

の
条
例
に
基
づ
き
環
境
基
本
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
第
二
期
大

野
市
環
境
基
本
計
画
は
、
平
成
22

年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
10

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
も
の
で

す
。
市
や
市
民
、
事
業
者
、
市
を

訪
れ
た
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を

果
た
し
、
互
い
に
協
力
し
あ
い
、

総
合
的
で
計
画
的
な
施
策
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

問
 
環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
４
１
）

 
Ｅ
メ
ー
ル
 ka

n
kyo

@
c
ity.

fu
ku

i-o
n

o
.lg

.jp

 
閲
覧
場
所
や
意
見
提
出
方
法

な
ど
は
、
ど
ち
ら
も
次
の
と
お
り

で
す
。

閲
覧
場
所

 
総
合
政
策
課
（
行
革
大
綱
）・

 
環
境
衛
生
課（
環
境
基
本
計
画
、

 
ど
ち
ら
も
市
役
所
２
階
）

 
行
政
資
料
室
（
同
１
階
）

 
和
泉
支
所
、
各
公
民
館

 
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

意
見
な
ど
の
提
出
方
法

 
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
そ
の

 
他
提
出
す
る
こ
と
が
で

 
き
る
者
で
あ
る
事
由
を

 
記
載
し
次
の
い
ず
れ
か

 
の
方
法
で
提
出
し
て
く

 
だ
さ
い
。

○
指
定
場
所
へ
の
提
出

○
郵
送
、
フ
�
ク
ス
、 

 
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
提
出
 

 （
電
話
な
ど
に
よ
る
口

 
頭
は
不
可
）

 
フ
�
ク
ス

 
65
・
８
３
７
１

 
〒
９
１
２
ー
８
６
６
６

 
大
野
市
天
神
町
１
番
 

 
１
号

素
案
公
開
・
意
見
募
集
を
行
い
ま
す

第
六
次
行
政
改
革
大
綱
・
第
二
期
環
境
基
本
計
画

　
大
綱
や
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
素
案
を
公
開
し
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要
や
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
、
素
案
を
修
正
し
た
場
合
の
修

正
内
容
は
、
後
日
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

記念スタンプで越前大野城築城430年祭を盛り上げよう
　越前大野城築城430年祭の記念スタンプを12月１日から設置し

ます。年賀状などに利用し、市民皆さんで430年祭を盛り上げ、

たくさんの人を大野に呼びましょう。

設置場所　 ▼市内の郵便局 ▼市役所１階総合案内 ▼各公民館

　 ▼観光協会 ▼輝
キラリ

センター

問　同祭実行委員会事務局

　　（観光振興課観光企画係内☎66・1111内線162）
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申
し
込
み
を
し
た
が
受
診
で
き
な
か
っ
た
人
、

ク
ー
ポ
ン
券
を
未
使
用
の
人
を
対
象
に
、
子
宮
頸け
い

が
ん
と
乳
が
ん
の
検
診
日
程
を
追
加
し
ま
す
。
予

約
が
必
要
で
、
受
け
付
け
は
先
着
順
で
す
。

 
受
診
票
を
持
っ
て
い
る
場
合
は
、
受
診
票
、
問

診
票
、
検
診
料
金
（
子
宮
頸
が
ん
７
０
０
円
、
乳

が
ん
１
、３
０
０
円
）、
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
は
ク
ー

ポ
ン
券
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
 
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

 （
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
１
７
１
）

参
加
者
募
集

来
と
っ
け
の
市
長
室
へ

 
﹁
市
長
と
語
る
会
﹂
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
、
ま
ち
づ

く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
直
接
行
う
場
で
す
。
平
成
20

年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
市
長
が
地
域
な
ど
へ
出
向
い

て
意
見
交
換
を
行
う
市
長
と
語
る
会
﹁
お
じ
ゃ
ま
し
え
す
市
長
で

す
﹂
に
加
え
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
市
長
室
に
招
き
、
テ
ー
マ
に

基
づ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
市
長
と
語
る
会
﹁
来
と
っ
け
の
市
長

室
へ
﹂
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
新
社
会
人
を
対
象
と
し

ま
す
。
市
長
と
本
市
の
住
み
心
地
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
 
１
月
７
日
木

 
Ａ
班
 
午
後
７
時
15
分
�
８
時

 
Ｂ
班
 
午
後
８
時
15
分
�
９
時

場
所
 
市
長
室
（
市
役
所
２
階
）

テ
�
マ
 
大
い
に
語
ろ
う
！
﹁
越
前
お
お
の
﹂
の
住
み
心
地

対
象
 
新
社
会
人
（
本
年
新
た
に
社
会
人
と
な
っ
た
人)

募
集
人
数
 
各
６
人
程
度

締
切
 
12
月
18
日
金

申
込
方
法
 
電
話
か
フ
�
ク
ス
、
Ｅ

 
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

 
を
連
絡

問
 
秘
書
課
秘
書
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
２
２
）

 
Ｆ
Ａ
Ｘ
65
・
２
０
０
０

 
Ｅ
メ
ー
ル
 h

is
yo

@
c

ity.fu
k
u

i-

 
 o

n
o

.lg
.jp

　平成22年成人式を１月10日午後に文化会館で開催します。

　市外に住民登録がある新成人（平成元年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた人）で、成人式へ

の参加を希望する人は事前に申し込みが必要です。申し込みをしなかった人には、成人式の案内状が届きま

せん。

　市外に住んでいても、市内に住民登録がある人には案内状が送付されますので申し込みは不要です。

申込方法　電話かファクス、Ｅメールで住所、氏名、生年月日、案内状の送付先（住所と電話番号）を連絡

締切　12月18日金　　その他　案内状は12月下旬に送付

問　社会教育課青少年女性係（☎65・5591）ＦＡＸ66・2885

　　Ｅメール　syakai@city.fukui-ono.lg.jp

女
性
特
有
の
ガ
ン

集
団
検
診
日
を
追
加

成人式１月10日に開催
市外に住民登録がある参加希望者は申し込みを

日 　 　 時 受 付 時 間 場 　 　 所

12月４日金 午後１時30分～２時15分 保健センター

10日㊍ 午後１時30分～２時15分 有終会館

19日土 午後１時30分～２時15分 有終会館

〒912-0061
福井県大野市篠座117-6-1
大野市役所　健康増進課
TEL 0779-65-7333

市区町村番号
18205

交付年月日　平成２２年９月１日
（有効期限：平成２２年２月２８日まで）

乳がん検診無料クーポン券 予約も
こちら
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土

心のおやつの時間
　後2:30～3　図書館
あそぼう百人一首
　後3～4　図書館

心のおやつの時間
　後2:30～3　図書館

●図書館クリスマス会
●歴史博物館講座

心のおやつの時間
　後2:30～3　図書館
おはなし会
　後3～3：30　図書館

金

4

11

18

25

休日急患診療
（☎ 65・8999）

【診療科目】
　小児科（日･祝日のみ）内科･外科

【診療時間】
　土曜日　後１～９（5･12･19･26日）
　日・祝日　 前９～後９（6･13･20･23･27･31日）

5

12

19

26クリスマス

食育の日

施　設　名 休　館　日

学びの里「めいりん」 28～31日

公民館 23・29～31日

図書館 1～3・7・14・20・21・23・28～31日

本願清水イトヨの里 7・14・21・24・27～31日

歴史博物館 1～3・7・14・21・24・27～31日

民俗資料館 7・14・21・24・27～31日

穴馬民俗館・笛資料館
和泉郷土資料館 1～31日（3月31日まで）

越前大野城 1～31日（3月31日まで）

武家屋敷旧内山家 27～31日

文化会館 7・14・21・25・28～31日 

B&G海洋センター 7・14・21・24・28～31日 

エキサイト広場 2・9・16・25・29～31日 

あっ宝んど 8日

うらら館 7・14・21・28日

平成の湯 1・8・15・22日

有終会館 1・8・15・22・24・29～31日

相　談　名 開 催 日 時  間 会場・問い合わせ先
国民年金・厚生年金・社会保険相談 3・17日 前10～後4 商工会議所 ☎66・1230

結婚相談・女性悩みごと相談
（レディース・トラブル・バスター）

2・9・16日 後1:30～3:30 天神館（社会福祉協議会横）
（相談日のみ ☎65・0653）

☎66・1111
（児童福祉課 内線295）

心配ごと相談 3・10・17・24日 前9～正午 天神館（社会福祉協議会横）
（相談日のみ ☎65・0653）

☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

経営 8日 後1～4

商工会議所

☎66・1230

労働 10日 後1～4

金融 14日 後1～4

法律 17日 後1～4

税務 22日 後1～4 

社会保険 3・17日 前10～後4

夜間相談 3・10・17・24日 後5～8

和泉地区相談会 2・16日 前10～後3

【中小企業相談】

（日本政策金融公庫・中小企業事業）

（会場）和泉ふれあい会館

要申込

要申込

要申込

要申込

要申込

今 月 の 納 税

固定資産税　第3期分
国民健康保険税　第6期分

◆納期限  12月25日（金）
★納税は口座振替を

ご利用ください

あっ宝んど・うらら館・平成の湯は年末年始も営業します
【年末】 3館とも31日まで営業します。
【年始】 あっ宝んど・うらら館は1日から、平成の湯は

2日から営業します。
※営業時間など詳しくは各施設にお問い合せください。

あっ宝んど Tel.66-7900／うらら館 Tel.67-7007／平成の湯 Tel.78-2910

♨
冬季期間中

次の施設は休館となります。
越前大野城、穴馬民俗館、和泉郷土資料館、笛資料館は、
12月1日から平成22年3月31日までの間、休館となります。
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木

機能訓練
　後1：30～3：30　保健セ
ンター

機能訓練
　後1：30～3：30　保健セ
ンター

機能訓練
　後1：30～3：30　保健セ
ンター

3歳児健康診査
　後1～1:40　保健センター
機能訓練
　後1：30～3：30　保健セン
ター
絵本の部屋
　前10～正午　図書館

水

●「ねんきん定期便」無料相談

●市議会本会議（予定）

ごみの休日収集・受付
　前8:30～正午　後1～4:30
　ビュークリーンおくえつ

火

推定筋肉量定期測定
　前9～後8：30　保健セン
ター
●越前大野城築城430年祭
　スタンプ設置

●市議会本会議（予定）

介護保険制度説明会
　前10～11：30　市役所
１歳半児健康診査
　後１～1:40　保健セン
ター
●薬草風呂

月

●市議会本会議（予定）
献血
　前9～正午　マルハン大野店

●「ねんきん定期便」無料相談

日

ごみの休日受付
　前8:30～正午　後1～4:30
　ビュークリーンおくえつ

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

師 走
し わ す

12月

3

10

17

24

31

家庭の日

官庁仕事納め

大雪 針供養

省エネルギー総点検の日
世界エイズデー

青少年育成の日

天皇誕生日

国際障害者デー

世界人権デー

冬至

大晦日

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
育児相談会 6・16日 前10～11

保健センター ☎65・7333
健康栄養相談 8日 前9～11
心の健康相談 2・16日 後2～3

奥越健康福祉センター ☎66・2076
エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 14・28日 後1～2:30
女性相談 3・7・10・17・21・24日 前9～後5:30
育児不安解消サポート教室

（おひさま広場）
なし 後1:30～3

断酒会 6・20日 後1～3 有終会館 ☎65・8766
幼児のことばと発達相談 1・8・15・22日 前9:30～11:30 ことばの教室（有終東小学校内） ☎65・8535

ニコニコキッズ教室 9日 前9:30～11:30 学びの里「めいりん」 ☎65・8535
（ことばの教室）

補聴器相談 21日 前10～正午 市役所社会福祉課相談室 ☎66・1111
（社会福祉課 内線472）

身体障害者巡回相談 3日 後1～3（受付：後1～2） 有終会館 ☎66・1111
（社会福祉課 内線472）

【保健関係】

人権相談・行政相談 3・17日 後1:30～3:30 天神館（社会福祉協議会横） ☎66・1111
（総務課 内線244）

法律相談 10日 後1～4 天神館（社会福祉協議会横） ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要申込

要申込

要申込

要申込

要申込

6

13

20

27

7

14

21

28

●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています。

■地球温暖化防止推進月間     
■大気汚染防止推進月間
■歳末助け合い運動
■雪に備える週間（1日～7日）
■雪崩防災週間（1日～7日）
■障害者週間（3日～9日）
■人権週間（4日～10日）
■北朝鮮人権侵害問題啓発週間（10日～16日）
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◆エクセル実務活用
　集計表の作成、数式や関数の使
用方法、棒グラフの作成方法など
を学ぶ。
▼Offi ce2003
日程　（ 全６回 ） １月16日～２月
　20日の土
時間　午後１時30分～３時30分
受講料　１万2000円
締切　１月９日土

◆アクセス　マクロ・ＶＢＡ入門
　アクセスのマクロやＶＢＡを活
用し、効率よく作業を進めるテク
ニックを学ぶ。
▼Offi ce2003
日程　（ 全10回 ） １月10日～３月
　28日の日（１月17日と３月21日
　を除く）
時間　午後１時30分～３時30分
受講料　１万円
締切　12月24日木
その他　テキスト代は2,520円

◆パソコン資格受験対策（エクセル）
　エクセルの操作能力を証明す
るマイクロソフト社認定の資格
MicrosoftOfficeSpecialist 検定の
受験対策を行う。
日程　（ 全６回 ）１月９日～２月
　13日の土
時間　午前９時～11時30分
受講料　１万円
締切　12月22日火
その他　テキスト代は2,100円　
　検定料は別に必要

◆危険物取扱者受験対策
　危険物取扱者・消防設備士試験
乙種第４類の受験対策を行う。
日程　（全２回）２月４日木～５
　日金
時間　午前９時40分～11時40分
受講料　1,400円
締切　１月21日木
その他　試験手数料は別に必要。  
　試験は２月14日日福井商工会議
　所で実施で、その申込受付は12月
　11日金～18日金

◆書道講座
　手紙や履歴書などで発揮できる
美しい字について学ぶ。
日程　（ 全12回 ）１月13日～３月
　31日の水
時間　午後１時30分～３時30分
受講料　9,000円
締切　１月６日水
その他　ペン字と細字を選択可。
　ボールペンや墨汁、半紙、下敷き
　は貸し出し可

◆ボールペン字講座
　手紙や履歴書などで発揮できる
美しい字について学ぶ。
日程　（ 全12回 ）１月13日～３月
　31日の水
時間　午後７時～９時
受講料　9,000円
締切　１月６日水
その他　ボールペンや下敷きは貸
　し出し可

◆ビジネスマナー講座
　来客や接客時の応対、名刺交換、
電話応対などすぐに活用できるビ
ジネスマナーを学ぶ。
日程　（ 全８回 ）１月13日～３月 
　３日の水
時間　午後１時30分～３時30分
受講料　8,000円
締切　１月６日水

※各講座で申込者が５人未満の場
　合、中止することがあります。
問　職業訓練センター

（☎ 65・6840）

各 種 講 座 案 内  ◆  ◆

講師常駐 
無料でパソコン使用

ＩＴ学習支援センターでは、ワー
ドやエクセルの利用、相談は無料
です。利用ください。

利用時間　㊋㊍  午後1時～6時
　　　　　氺金  午後5時～8時
　　　　　土  午前10時～午後5時

上級コース 資格取得コース スキルアップコース

　経済産業省や県、市では工

業統計調査を実施します。こ

の調査は、製造業を営む事業

所の活動実態を明らかにし、

各種の行政施策を立案する際

の重要な資料を得ることを目

的としています。調査結果は

研究資料や学校教材として広

く利用されます。

　対象となる事業所には、12

月から来年１月にかけて調査

員が訪問しますので、協力をお願いします。

問　情報広報課情報管理係（☎66・1111内線444）

工業統計調査に協力を
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◆パソコン基礎コース
　パソコン入門、ワード入門、エ
クセル入門の内容を学ぶ。
▼Offi ce2003
日程　（ 全10回 ） １月10日～３月  
　28日の日（１月17日と３月21日 
　を除く）
時間　午前９時～午後０時30分
受講料　１万9000円
締切　１月５日火
その他　テキスト代は2,100円
▼Offi ce2007
日程　（ 全12回 ） １月９日～３月
　27日の土
時間　午後１時30分～４時30分
受講料　１万9000円
締切　１月５日火
その他　テキスト代は2,100円

◆パソコン入門
　WindowsXP の起動と終了、基
本操作、文字入力などを学ぶ。
▼ Office2003導入パソコン使用
日程　（全５回）①１月12日～26日
　の火木②１月14日～28日の火木
時間　①午後１時30分～３時30分
　②午後７時～９時
受講料　各5,000円
締切　①１月５日火②１月７日木
▼Offi ce2007導入パソコン使用
日程　（全５回）①１月15日～29日
　の水金②１月13日～27日の水金
時間　①午後１時30分～３時30分
　②午後７時～９時
受講料　各5,000円
締切　①１月８日金②１月６日水

◆ゆっくりじっくり
　パソコン＆ワード入門
　パソコン入門とワード入門の内
容を学ぶ。
▼Offi ce2003
日程　（ 全16回 ）１月12日～２月 
　５日の火～金
時間　午前９時40分～11時40分
受講料　１万5000円
締切　１月５日火
その他　テキスト代は2,100円

◆ゆっくりじっくりエクセル入門
　エクセル入門の内容をゆっくり
と学ぶ。
▼Offi ce2007
日程　（ 全10回 ）１月７日～22日
　の火～金
時間　午前９時40分～11時40分
受講料　１万円
締切　12月22日火
その他　テキスト代は2,100円

◆デジカメ画像で年賀状作成
　デジタルカメラで撮影した画像
をパソコンに取り込む。フリーソ
フトを使って編集し、年賀状の裏
面に張り付ける操作を学ぶ。
▼Offi ce2003
日程　（ 全４回 ） ①12月８日火～
　11日金②12月９日～18日の水金
時間　①午前９時～正午②午後１
　時30分～４時30分
受講料　各6,000円
締切　①12月１日火②12月２日水

◆ワード応用
▼Offi ce2003
日程　（ 全10回 ）１月13日～２月
　12日の水金
時間　午後７時～９時
受講料　１万円
締切　１月６日水
その他　テキスト代は2,100円
▼Offi ce2007
日程　（ 全10回 ）１月７日～２月
　９日の火木
時間　午後７時～９時
受講料　１万円
締切　12月24日木
その他　テキスト代は2,100円

◆エクセル応用
▼Offi ce2007
日程　（ 全10回 ）１月７日～２月 
　９日の火木
時間　午後１時30分～３時30分
受講料　１万円
締切　12月24日木
その他　テキスト代は2,100円

◆ホームページ作成入門
▼ホームページビルダー12
日程　（ 全10回 ）１月13日～２月
　12日の水金
時間　午後１時30分～３時30分
受講料　１万円
締切　１月６日水
その他　テキスト代は2,625円

◆パワーポイント入門
▼Offi ce2003
日程　（ 全８回 ）１月７日～２月
　２日の火木
時間　午後７時～９時
受講料　8,000円
締切　12月24日木
その他　テキスト代は2,100円

◆画像加工テクニック
　PhotoshopElements2.0（画像
編集ソフト）を使い、画像データ
の加工、編集の操作を学ぶ。
日程　（ 全８回 ）１月13日～２月
　５日の水金
時間　午後７時～９時
受講料　8,000円
締切　１月６日水

◆ＪＷ－ＣＡＤ入門
　機械や構造物の設計・製図がで
きるフリーソフトの基礎的な操作
を学ぶ。
日程　（ 全10回 ）１月10日～３月
　28日の日（１月17日と３月21日
　を除く）
時間　午前９時～正午
受講料　１万4000円
締切　１月５日火
その他　テキスト代は3,360円

◆  ◆  職 業 訓 練 セ ン タ ー
初級コース

中級コース
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新型インフルエンザワクチンの接種
妊娠している人や基礎疾患がある人から

　妊娠している人や基礎疾患がある人への新型インフルエンザワクチン接種が始まっています。１歳
から小学３年生までの子どもに対する接種は、12 月７日から始まります。
　今回のワクチン接種は、任意接種です。重症化防止などの一定の効果とワクチン接種によって引き
起こされる副反応の可能性など、その安全性などを十分理解した上で、接種を受けることが必要です。
希望する人すべてが接種できるわけではありません。国が定めた優先接種対象者から接種することと
なっており、その対象者ごとに接種の開始時期が異なります。
　ワクチン接種は県内約400カ所の病院や診療所で接種することができます。接種費用は全国一律で
１回目 3,600 円、２回目 2,550 円で合計 6,150 円です。異なる医療機関で接種した場合は 7,200
円です。生活保護世帯や市民税非課税世帯の人については、接種費用の助成措置があります。詳しくは、
問い合わせてください。

ワクチン接種の注意点

▼ワクチン接種を希望する人は、あらかじめ電話で予約し、決められた時間帯に医療機関で接種して
　ください。（優先接種対象者であることを証明するために、母子健康手帳や被保険者証、免許証な
　どを持参してください。）

▼基礎疾患を有する人は、かかりつけ医で受診し接種するか、かかりつけ医で接種できない場合は、
　かかりつけ医で優先接種対象者証明書の発行を受けてから、ワクチン接種ができる医療機関に予約
　してください。証明書の発行は無料です。

▼妊娠している人は、かかりつけの産科で受診するか、指示された医療機関で接種してください。保
　存剤が添加されていないワクチン接種も予定していますので、医療機関に確認してください。
問　健康増進課健康増進係（☎ 65・7333）

　社会保険庁では、国民年金保険料が未納となっている人に対する「電話・文章・個別訪問による納
付督励業務」を民間業者「キャリアリンク株式会社」に委託しています。
　従来、社会保険庁が行っていた国民年金保険料の収納業務の一部を民間事業者に委託し、低費用で
より良いサービスの提供を目指しているものです。
　過去２年以内の国民年金加入期間のうち、保険料納付の確認ができない期間がある場合、上記の委
託事業者より電話や文書、戸別訪問により納付の案内や保険料の領収をする場合があります。
※民間事業者の担当者が保険料を領収する場合は、保険料の納付書を持っている場合に限られていま
　す。民間事業者が指定した口座に保険料振込を依頼することはありません。
　詳しくは、社会保険庁ホームページで確認することができます。
問　福井社会保険事務所（☎ 0776・23・4516）

「ねんきん定期便」無料相談
　福井社会保険事務所が社会保険労務士による「ねんきん定期便」の無料相談を実施します。
期日　12月９日氺・21日⺼　　時間　午前10時～午後４時　　場所　有終会館
その他　「ねんきん定期便」に同封されている書類、印鑑、年金証書か年金手帳を持参（本人以外が相
　談の場合、委任状が必要）　　問　市民課保険年金係（☎66・1111内線456）

障害年金の支給要件
　障害基礎年金は、次の要件すべてを満たす場合に支給されます。
①国民年金加入中に病気やけがなどが原因で障害が残り、障害の症状が固定した時点で、障害年金１・
　２級に該当する状態であること。　※障害者手帳の級とは、異なります。
②一定の保険料納付要件を満たしていること。
　20歳になる前や60歳から64歳までで、老齢基礎年金を受ける前に①の状態になった人にも支給
　されます。
問　福井社会保険事務所（☎ 0776・23・4518）

　国民年金保険料納付の案内は民間に委託
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薬草風呂
　薬草風呂で心も体もあたたまり
ましょう。
日時　12月22日火午後３時～９時
場所　東湯、改盛湯、亀山湯、　
　キューピー湯、日乃出湯
　（50音順）
入浴料　無料
問　市民課保険年金係
　（☎66・1111内線456）

もちつき大会
　来場者につきたてのもちを無料
で配ります。もちつきへの参加も
できます。
日時　12月20日日（２回開催）
　午前11時、午後３時
場所　あっ宝んど
その他　もちつき参加の事前申込
　は不要です。
問　あっ宝んど（☎66・7900）

クリスマス会
　クリスマス会の招待券を12月4
日金から図書館で配布します。
▼第１部（幼児以上を対象）
日程　12月19日土
時間　午後１時～２時30分
場所　図書館
内容　読み聞かせ、影絵など
定員　150人(先着)
参加料　無料
持ち物　飲み物、招待券、こころ
　のおやつカード
その他　プレゼントがあります
▼第２部（小学生以上を対象）
日程　12月19日土
時間　午後３時～４時30分
場所　図書館
内容　おはなし（ストーリーテリ
　ング）など
定員　50人(先着)
参加料　無料
持ち物　飲み物、招待券、こころ
　のごはんカード
その他　プレゼントがあります
問　図書館(☎65・5500)

「愛情たっぷり詰めて」
弁当講座

日時　12月９日水午後６時30分～
　９時
場所　小山公民館
講師　清水諭美さん
対象　市内に在住する30歳以下
　の人
定員　15人（先着）
受講料　500円（材料代込み）
持ち物　エプロン、弁当箱
締切　12月７日月
問　小山公民館（☎66・2468）

水ようかんづくり教室
　和菓子職人に教わり、冬の味覚
を作ってみませんか。
日時　12月10日木午後７時～９時
場所　農業者健康管理センター　
　（富田公民館併設）
講師　奥越菓庵「やまうち」山内
　浩一さん
対象　小学生以上（親子での参加
　も可）

定員　20人（先着）
受講料　無料
持ち物　エプロン、三角きん
締切　12月８日火
問　富田公民館（☎66・4101）

歴史博物館講座
日時　12月19日土午後１時30分～
　３時
場所　大野有終会館
テーマ　古民家の魅力－くず屋の
　建て方教えます－
講師　文化課主任学芸員
定員　50人（先着）
申込方法　電話かＥメールで住所、
　氏名、連絡先を連絡
その他　当日受け付け可
問　歴史博物館（☎65・5520）
　Ｅメール  hakubutsukan@city.
　fukui-ono.lg.jp

クリスマスパーティー
　小・中学生が活動する「みんスポクラブリーダー会」が活動紹介
やレクリエーションを行うパーティーを開催します。
日時　12月19日土 午後１時30分～４時30分
会場　学びの里「めいりん」
内容　ダンス、ビンゴ、プレゼント配布など
対象　市内の小学生　定員　80人（先着）
参加料　500円 （当日集金。みんスポクラブの会員　
　は無料）
申込方法　参加申込書をスポーツ課かＢ＆Ｇ海洋　
　センターに提出
締切　12月11日金
問　みんスポクラブ事務局（☎ 66・1990）

クリスマスパーティーイベント・催し

教室・講座
▼東二番町家住宅　２戸

（２ＬＤＫ、家賃５万7500円～６万5000円、共益費・駐車場使
用料金は別途）

▼中挾団地２号棟　２戸
（家賃５万7000円、特定公共賃貸住宅）

※入居には条件がありますので問い合わせてください。
締切　12月15日火
問　都市計画課建築住宅係（☎66・1111内線357）
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正月用ミニ門松作り講座
日時　12月21日月午後７時30分～
　９時
場所　下庄公民館
講師　清水敏栄さん、出村秀春さん
定員　15人（先着）
受講料　2,000円（材料代込み）
持ち物　花はさみ
その他　作成する門松は高さ約
　50㌢です
締切　12月14日月
問　下庄公民館（☎66・2142）

消しゴムはんこ作り体験講座
　年賀状用や手紙用に好きな模様
の消しゴムはんこを作ってみませ
んか。
日時　12月14日月午後７時～９時
場所　勤労青少年ホーム（下庄公
　民館併設）
講師　竹田綾子さん
定員　15人（先着）
受講料　500円（材料代込み）
持ち物　細いカッター、彫刻刀
締切　12月７日月
問　勤労青少年ホーム
　（☎65・7221）

クリスマスケーキ作り教室
　ケーキを親子で楽しく作りませ
んか？かわいい飾りやチョコレー
トをいっぱい乗せて、オリジナル
クリスマスケーキに飾り付けます。
日程　12月23日水天皇誕生日
時間　①午前10時～正午（４歳～
　小学低学年の親子）
　②午後２時～４時（小学高学年、
　中学生の親子）
場所　勤労青少年ホーム（下庄公
　民館併設）
講師　川端丹美さん
定員　各10組（先着）
受講料　1,200円（材料代込み。
　ケーキ１つ当たりの金額）
持ち物　エプロン、タオル、三角
　きん、ボウル
申込方法　飾り付けをスノーマン
　かジンジャーブレッドマンを選
　んだ上、申し込んでください　
（見本は勤労青少年ホームにあり
　ます）
締切　12月16日水
その他　下庄をよくする会文化部
　と勤労青少年ホームの共催
問　勤労青少年ホーム
　（☎65・7221）

左／スノーマン、
右／ジンジャーブレッドマン

正月用小さな花飾り講座
　新年を迎えるための小さい花飾
りを作ってみませんか。
日時　12月28日月午後７時～９時
場所　勤労青少年ホーム（下庄公
　民館併設）
講師　松間たつ子さん
定員　20人（先着）
受講料　1,500円（材料代込み）
持ち物　花はさみ
締切　12月21日月
問　勤労青少年ホーム
　（☎65・7221）

自然再生ふくい学習会
　かつてよく見られた身近な生き
物を、近くの小川や田んぼなどで
再び見ることができるようにする
方法を説明します。
日時　１月29日金午後２時～４時
場所　有終会館
対象　市内在住の人
定員　50人（先着）
受講費　無料
締切　１月15日金
問　農地・水・環境協議会事務局
（県奥越農林総合事務所内
　☎65・1280）

カントリースクール
日程　１月９日土～11日月　
　成人の日（２泊３日）
　集合は初日午前10時にＪＲ越前
　大野駅、解散は最終日午後２時
　45分に同駅
場所　南六呂師一帯
内容　厳しい冬の大自然を体験　
　（自然散策、スキー教室、そば
　　打ち体験など）
対象　小学高学年
定員　30人（先着）
受講料　１万5000円
申込方法　電話かファクス、はが
　きで申込用紙を請求するか、
　ホームページから申し込んでく
　ださい
募集期間　12月２日水～21日月
その他　詳しくは申し込み後に送付
問　ＮＰＯ法人ＯＡＳＩＳ協会
　（☎・FAX 67・1216）
　電話は月水金の午前10時～午後
　３時
　〒912-0131
　大野市南六呂師156-3

教室・講座
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お知らせ
償却資産の申告

２月１日月までに
　平成22年１月１日現在、本市で
事業用の償却資産を所有するか他
の事業者に事業用として貸し付け
ている法人や個人は、法律により
申告することが義務付けられてい
ます。２月１日月までに必ず申告
書を提出してください。
問　税務課資産税係
　（☎66・1111内線427）

国保の手続き忘れずに
　職場の健康保険などに加入して
いる人やその被扶養者など以外の
人は、国民健康保険に加入しなけ
ればなりません。退職などで職場
の健康保険を脱退したり被扶養者
でなくなったりしたとき、パート
やアルバイトなどで職場の健康保
険に加入していないときは、必ず
加入の手続きをしてください。
　国民健康保険に加入している人
が職場の健康保険に加入した場合
も手続きが必要です。
問　市民課保険年金係
　（☎66・1111内線455）

し尿くみ取り手数料
来年４月から増額改定

　し尿くみ取り手数料は、社会経
済情勢の変動に伴い、次のとおり
改定することとなりました。
時期　来年４月１日から
手数料　20㍑につき155円
　（現行135円から20円の増額）
問　環境衛生課浄化処理係
　（☎69・9082）

味自慢大会出品募集
　岐阜県郡上市と交流を深める
ため 、「なれずし・漬物味自慢大
会」を１月22日に有終会館で開催
します。大会への出品を募集しま
す。申込書を提出してください。
部門　なれずし、漬物、酢の物
出品の量　300㌘程度
表彰　部門ごとに最優秀賞、優秀
　賞、アイデア賞を表彰し、賞品

　贈呈。出品者全員に参加賞。
締切　12月25日金
その他　申込書を提出すると事務
　局が連絡します。詳しくは、各
　公民館に置いてある申込書付き
　のチラシを見てください。
問　奥越前観光連盟事務局
　（大野・勝山地区広域行政事務
　組合内☎66・6690）

12月のごみ特別受入日
日程　12月23日水 天皇誕生日、
　27日日
時間　午前８時30分～正午、午後 
　１時～４時30分
場所　ビュークリーンおくえつ
その他　年末年始の業務について
　は、本号６ページに掲載
問　大野・勝山地区広域行政事務
　組合（☎66・6690）

県最低賃金が改正
　10月１日から県最低賃金が時間
額671円に改正されました。
　最低賃金制度とは、最低賃金法
に基づき、国が賃金の最低限度を
定めるものです。使用者は、その
最低賃金額以上の賃金を労働者に
支払わなければならないとする制
度です。
問　福井労働局
　（☎0776・22・2691）

労働保険に加入を
　事業主が労働保険（労災保険、
雇用保険）に加入することは、法
律で義務付けられています。職場
の皆さんが安心して働くことがで
きるよう労働保険に加入しましょ

う。労働保険は、労働者を１人で
も雇用している場合、必ず加入し
なければなりません。加入手続き
を故意に怠っていた場合、さかの
ぼって保険料を徴収したり、保険
給付に要した費用の一部を徴収す
ることになっています。
問　大野公共職業安定所
　（☎66・2408）　
　　大野労働基準監督署
　（☎66・3838）

明倫学舎入舎生募集
　明倫学舎は、本県出身の大学生
に経済的な負担を軽減させ、学業
に専念させるための学生寮です。
　来年度の入舎生を募集します。
明倫学舎の所在地　東京都武蔵野
　市吉祥寺東町
経費の概算　▼入舎料６万円▼保
　証金２万円▼舎費（年額）28万
　8000円～31万2000円▼食費や
　電気料金は別途必要
対象　福井県内に居住する保護者
　の子で、学舎から通学できる範
　囲にある大学の平成22年度入学
　者（ほかにも条件あり）
定員　17人程度（選考）
申込期間　２月14日日～３月13
　日土
その他　学舎から高校進路指導担
　当に申込書用紙を配布
問　財団法人輔仁会　明倫学舎
　（☎0422・22・2305）

日本年金機構が１月スタート
　社会保険庁は来年１月１日から「日本年金機構」に変わり、社
会保険事務所は「年金事務所」と名称が変わります。年金相談な
どの窓口として引き続き利用してください。
問　福井社会保険事務所（☎0776・23・4516）

社会保険庁
日本年金機構

厚生労働省
廃止

▶
▶公的年金の財政責任・運営責任

公的年金の運営業務

平成22年1月1日
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携帯電話写真コンテスト

新たな太陽光発電の買い取り制度
　11月１日から太陽光発電で作られた余剰電力の新しい買い取り制度が始まりました。

募集作品　携帯電話で写した写真、画像サイズ 640 × 480（VGA サイズ）以上のものに限ります。

　１人何点でも応募可　※携帯電話からの投稿のみを対象とし、携帯電話以外のコンパクトデジタル

　カメラや一眼レフカメラで撮影した写真は審査対象外とします。携帯電話のカメラで撮影した写真

　でもパソコンなどからのＥメールによる投稿は審査対象外です。

テーマ　１　「大野の水」本市では古くから大切に受け継がれた水。

　　　　　　そんな水を自由に表現してください。本市内で撮影された作品に限ります。

　　　　２　「ひと」

　　　　３　「大好き」

応募方法　携帯電話のメール機能で画像を添付（http://artwave.info/photo/photo.html を参照）

募集期限　12月25日金
賞品　グランプリ　１作品　携帯グッズ ( １万円相当 )

　　　入賞　各テーマ上位10作品を写真集にします。完成した写真集をプレゼントします。

審査　投稿された写真は、審査の後に正式エントリーとして「ＷＡＯプロジェクト」サイト上の特設

　ページにて公開し、閲覧者により投票されます。

　　投票数の上位20作品を審査会にて審査し、グランプリと入賞作品を決定します。審査結果は１月

　下旬にホームページ上などで発表します。受賞者には直接連絡します。

投稿する際の注意事項

　○人を被写体として投稿する場合は、必ず被写体となった人にインターネット上で公開されること

　　などの了承を得てください。

　○加工された写真は受け付けません。

　○閲覧、投稿に係るパケット通信料は応募者の負担とします。

　○公序良俗に反すると認めた作品は、掲載の対象外とします。

　○作品は未発表のものとします。

　○作品の著作権などは、応募の時点でＷＡＯプロジェクトに帰属す

　　るものとします。

　○投稿した人の非公開情報は、個人情報保護法に基づき取り扱います。

問　ＷＡＯプロジェクト事務局（文化課文化係内☎66・5410）

▼買い取り価格
　住宅用太陽光発電システムで作られた余剰電力は、これまでの２倍程度の価格である48円/kWh で

買い取られます。それ以外の太陽光発電システムで作られた余剰電力は、24円/kWhで買い取られま

す。自家発電設備などを併設する場合は、住宅用39円/kWh、それ以外20円/kWhです。

▼買い取り価格の変動
　買い取り価格は、契約申し込み時点の価格で10年間固定で買い取られます。太陽光発電システムの

普及状況やシステム価格の動向により、毎年、買い取り価格が見直されるため、契約申し込み年度に

より買い取り価格が変わります。

▼買い取りの費用
　電気を使用する人みんなで負担する「全員参加型」です。標準的な一般家庭の場合、１カ月あたり数

十円から100円までの負担です。負担の開始時期は、来年４月 1 日からです。日本の太陽光発電導入

量を拡大することで、二酸化炭素の排出量を抑え、温暖化対策に貢献することが期待されています。

問　環境衛生課環境衛生係（☎ 66・1111 内線 543）
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ちっくた くっ
の行事予定

♪子育て塾～マイスターによる身体測定と育児相談～
　【１歳 3 カ月未満児対象】※母子手帳をご持参ください。
　８日（火）前10～正午
　【１歳 3 カ月以上児対象】 ※母子手帳をご持参ください。
　24日（木）前10～正午
♪０～１歳３カ月までのお友達ひろば
　１日（火）・８日（火）・15日（火）・22日（火）・29日（火）
　前10～正午
♪音楽遊び～リトミック（大野公民館共催）
　※要申込、15組限定　
　日時：４日（金）前10：30～11：30
　場所：学びの里「めいりん」　講師：巻寄有子さん

♪工作会～クリスマスリース作り　※要申込、限定10組
　日時：14日（月）前10～正午　持ち物：針、糸
　参加料：100円
♪食育～親子でクリスマスパーティー(ケーキ作り）
　※要申込、限定12組
　日時：17日（木）前10～正午　参加料：300円
　持ち物：マスク、エプロン、三角きん、お茶、フォー
　ク、生クリームを塗るナイフ

公立幼稚園入所の申し込みを受け付け
平成22年４月以降に、公立幼稚園に入園を希望する人の申し込みを受け付けます。

期間は12月１日火から24日木までです。

【問い合わせ】☎65・7188　Eメール kosodate@city.fukui-ono.lg.jp

ちっくたっくは、親子で参加できる子育て交流ひろばです。
ショッピングモールヴィオの定休日を除く毎日開いています。

（前10～後6:30）
【定休日】 ２日（水）  【年末休業】31日（木）　【問い合わせは】☎66・3775

※インフルエンザ感染予防のため、イベントを
　中止する場合もあります。

☆たんぽぽ広場
日時：毎週月～金曜日　前９～後２
場所：地域子育て支援センター（義景保育園内）
≪主な行事≫

【ことばの相談】　２日（水）　前10～正午　※ことばの教室指導員が対応

【クリスマスコンサート】　10日（木）　前10～11　※要申込

【保健師による発育相談】　14日（月）　前10:30～11:30

【クリスマスリース作り】　15日（火）～17日（木）　前９～11の随時

【給食試食会】　21日（月）  前11:30～　※普通食のみ、要申込

【誕生会】　24日（木）  前10:45～

☆ほのぼの広場（公立保育園開放）　
日時：１日（火）・15日（火）　前９～11　
場所：大野市公立保育園

　　 （春日・あかね・荒島・阪谷・和泉）

※ほのぼの広場終了後は、たんぽぽ広場をご

　利用ください。

☆育児相談（電話・面接のほかEメールでも可）
日時：毎週月～金曜日　前９～後５

場所：地域子育て支援センター（義景保育園内）

※子育て支援センターの行事予定表“あそびにおいでよ！”は、図書館・公民館などにあります。また、大野市のホームページからもご覧になれます。

子育て支援センターだより
【問い合わせ】☎65・7188　Eメール kosodate@city.fukui-ono.lg.jp

子育て支援センターは、
子育てをしているお家の方なら、

どなたでも利用できます。

入園資格　平成22年４月１日現在で満３歳

　以上の子ども

入園料　１万1000円

保育料　月額6,100円

　※給食費、教材費などが別途必要

申込方法　入園願書を教育総務課へ提出　

　※用紙は教育委員会か各幼稚園にあります

預かり保育　通常午後２時までの教育時間

　終了後、午後５時まで園児を預かります。

　１回800円です。
問　教育総務課指導係(☎66・1111内線521）

●公立幼稚園一覧●

幼稚園名 電話番号 住所

乾側幼稚園 65・6263 牛ケ原66－1

小山幼稚園 65・2911 下舌9－1－1

上庄幼稚園 64・1140 稲郷27－11

阪谷幼稚園 67・1070 伏石11－14

富田幼稚園 66・4257 上野42－17
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●南部児童センター（☎66・2133） 開催日 時　間 備　考

お年寄りに年賀状を書こう １～４日 後３：30～ 小学生対象

おやつ作り（ミニピザ） ７日 後２～ 小学生対象、参加料30円

大縄跳び大会 16日 後３：30～ 小学生対象

ゆうゆうファミリータイム「ロールケーキ作り」 19日 後１：30～ 親子10組、参加料1000円

サイエンス寺子屋「紙で作る模型自動車」 22日 後３～４：30 小学生40人、はさみ持参

大そうじ 28日 随時 センターを利用する児童

●北部児童センター（☎65・3665） 開催日 時　間 備　考

お楽しみ会 ５日 後１～３ 小学生40人、参加料300円、申込締切3日

ふるさとかるた練習会 10・11日 後３：30～ 小学生対象

トランポリン ９・15日 後４～ 小学生対象

クリスマスカード作り 17・18日 後３：30～ 小学生対象、参加料10円

大そうじ 28日 後２～ センターを利用する児童、ぞうきん

●東部児童センター（☎66・5233） 開催日 時　間 備　考

トランポリン ４日 後４

クリスマス飾り作り（パンで飾り作り） ７～９日 後３～ 小学生対象、参加料50円、エプロン・マスク

ユニホック大会 16日 後４～ 小学生対象

プラ板キーホルダー作り 21・22日 後３～ 小学生対象、参加料50円

大そうじ 25日 後２～４ センターを利用する児童

●和泉児童センター（☎78・2655） 開催日 時　間 備　考

昇竜太鼓を楽しもう ７日 後３：30～

将棋・囲碁を習おう 14日 後３：30～

茶道体験 21日 後３～ 参加料200円

ケーキ作り（ビスケットでノエル作り） 22日 後３～ 小学生対象、参加料400円、エプロン・三角きん

お正月用フラワーアレンジメント教室 28日 前10～ 参加料300円、はさみ

●西部児童センター（☎66・0912） 開催日 時　間 備　考

クリスマスツリーを飾ろう １・２日 後３：30～

工作（ミニクリスマスツリー） ３・４日 後３：15～ 参加料100円

おやつ作り（のっぺい汁） ９日 後３：15～ 参加料30円

大そうじ 25日 後１～ センターを利用する児童、ぞうきん

青少年悩みごと相談
（ヤングテレホン）

奥越青少年愛護センター
（市役所内）

☎66・1006

教育なんでも相談
110番

適応指導教室
（青少年教育センター）

☎66・7717

子ども救急医療相談
（毎日後7～11）

☎♯8000（短縮ダイヤル）
または

☎0776・25・9955
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童
書
】

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
基
礎
知
識
。（
池

上
彰
）
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
Ｓ
Ｌ
ア
ル
バ
ム

（
小
風
さ
ち 

ほ
か
）
魔
女
の
宅
急
便
そ
の

６
（
角
野
栄
子
）
ち
び
っ
こ
カ
ム
の
ぼ
う

け
ん
（
神
沢
利
子
）
父
さ
ん
と
、
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
？
（
ジ
ャ
ッ
ク
・
ギ
ャ
ン
ト
ス
）

マ
マ
・
シ
ョ
ッ
プ
（
セ
シ
・
ジ
ェ
ン
キ
ン

ソ
ン
）
フ
ラ
ン
バ
ー
ズ
屋
敷
の
人
び
と
１
，

２
（
K
・
M
・
ペ
イ
ト
ン
）

【
絵
本
】

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
の
バ
ー
ス
デ
イ
（
ヘ
レ

ン
・
ク
レ
イ
グ
）
と
ら
の
ゆ
め
（
タ
イ
ガ
ー

立
石
）
１
つ
ぶ
の
お
こ
め
（
デ
ミ
）
マ
ク

ド
ナ
ル
ド
さ
ん
の
や
さ
い
ア
パ
ー
ト
（
ロ

ン
・
バ
レ
ッ
ト
）
ご
き
げ
ん
な
ラ
イ
オ
ン

し
っ
ぽ
が
ふ
た
つ
（
Ｒ
・
デ
ュ
ボ
ア
ザ
ン
）

　テレビやゲームには無
い想像力豊かな世界が広
がる絵本。人生の基礎を
作る大切な乳幼児期だか
らこそ、良い絵本に触れ
ましょう。
　さあ！テレビを消して、
お子さんをひざの上に乗
せて、ゆったりとした気
持ちで読みましょう！

　保育園の取り組みは、

　▼園児への絵本の貸し出し▼保護者用図書の
貸し出し▼講師による「親子で絵本の読み聞か
せ」研修会の開催▼図書だよりの発刊などです。

み
ん
な
の
図
書
館

新
着
図
書

読書のススメ

   『伊勢神宮　
　　魅惑の日本建築』

井上章一 著
講談社 刊

　この本は、日本的な建築様式をとどめていると
いわれる「伊勢神宮」の社殿について、建築史的・
歴史的な観点から書かれています。
　伊勢神宮は、千年以上にわたって二十年に一度、
建て替えらえることで、その姿を現在まで守って
きました。
　今では伊勢神宮のほかには、一部の神社でしか
見ることができない独特の建築様式が、昔は一般
の民家でも使われていたことなど、日本建築の流
れや学説についても知ることができる興味深い１
冊です。

ー　大野市民間保育園の取り組み　ー

絵本は子どもへの大切な贈り物！

【絵本触れ合いノート】
　園児への絵本貸し出しの際には、絵本を
読んでいる時の子どものつぶやき・姿・感
想等を書き留めることにより、今、この時
期にしか見られない貴重な記録になると、
保護者に喜ばれています。

絵本を通して育つものとして・・・
①話を読んでくれた人と、子どもとのきずな
②子どもたちの聞く力
③人間の大切さ、生きていくことに何が大切
　かを学ぶ力・・・・・などがあります。
　子どもたちは、ものすごい速度で成長して
いくので、絵本を必要とする〝今、この時期〟
を逃さず、繰り返し読み聞かせをすることが
大切です。

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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レ
ッ
ツ
ピ
ン
ポ
ン
で
は
、
50

歳
か
ら
80
歳
ま
で
の
27
人
で
、

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
卓
球

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ク

ラ
ブ
は
、
10
月
に
文
部
科
学
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
た
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
あ
る

﹁
み
ん
ス
ポ
ク
ラ
ブ
﹂
の
22
メ

ニ
ュ
ー
の
１
つ
で
す
。
み
ん
ス

ポ
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
16
年
４
月

に
設
立
さ
れ
、
市
民
の
希
望
に

よ
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

 
こ
の
ク
ラ
ブ
で
は
、
一
般
選

手
が
使
用
す
る
も
の
よ
り
４
�

大
き
い
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
を
使
用

し
て
い
ま
す
。
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
は
、
空
気
抵
抗
が
大
き
く

な
る
一
回
り
大
き
い
ボ
ー
ル
を

用
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
の
卓

球
よ
り
も
球
速
が
落
ち
ま
す

が
、
そ
の
分
、
互
い
に
打
ち
合

い
が
続
く
お
も
し
ろ
さ
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
体
力
面
で
の

激
し
さ
は
少
な
く
、
体
調
に
合

わ
せ
た
動
き
が
で
き
、
近
年
、

高
齢
者
に
大
人
気
で
す
。

 
週
４
回
、
午
後
に
エ
キ
サ
イ

ト
広
場
ア
リ
ー
ナ
で
練
習
し
て

い
ま
す

が
、
メ

ン
バ
ー

が
自
分

の
都
合

に
合
わ

せ
て
参

加
す
る

の
も
特

徴
で
す
。

す
べ
て
の
練
習
に
参
加
す
る
人

も
い
れ
ば
、
時
々
、
会
場
に
顔

を
見
せ
て
帰
る
だ
け
と
い
う
人

も
あ
る
と
の
こ
と
。
﹁
休
憩
時

の
お
し
ゃ
べ
り
や
お
茶
が
楽
し

み
﹂
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。

 
運
営
係
の
三
輪
悌て

い

子
さ
ん

は
、
﹁
モ
ッ
ト
ー
は
勝
つ
こ
と

よ
り
も
楽
し
む
こ
と
で
す
。
卓

球
は
未
経
験
で
し
た
が
４
、
５

年
続
け
る
と
、
体
調
が
整
い
、

足
が
痛
か
っ
た
の
も
消
え
て
い

き
ま
し
た
。
和
や
か
に
、
少
人

数
で
で
き
る
こ
と
も
こ
の
ク
ラ

ブ
の
魅
力
で
す
﹂
と
健
康
面
や

楽
し
さ
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

み
ん
ス
ポ
ク
ラ
ブ﹁
レ
�
ツ
ピ
ン
ポ
ン
﹂

勝
つ
こ
と
よ
り
も
楽
し
む
こ
と

各種損害保険・各種生命保険
事故相談・各種保険診断

〈取扱保険会社〉 損害保険ジャパン
損保ジャパンひまわり生命　第一生命 陽明町2-807　☎66-3412

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

伏
見
屋

リフォームで
水まわりから
エコライフ

ご相談は当社へ
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あっ宝んど

電話 0779(66)7900

＊ご会合等の食事ご予約承ります
＊ご 予 算 に 応 じ て ご 相 談 下 さ い

あったかデー（ 6・1 6・2 6 日 ）
＊ 好 評 ＊  飲 食 割 引 券 配 布

忘・新年会ご予約 受付中
3,000円から（入浴付）なべ宴会

2,500円から（入浴付）得々宴会コース

年賀状なら
新進印刷！！
11月2日 受付開始か

ら

〒912-0035 大野市有明町2101 問合せ先 66-5977
12月18日（金）まで受付

　髙田さんは、第15回県中学生郷土新聞コ
ンクールで最優秀賞の知事賞に輝きました。
このコンクールは毎年開催されており、中学
生が身近な地域の歴史や産業をテーマにした
新聞を作成して応募するものです。今年は県
内35校から3,685点が応募されました。髙
田さんに受賞の喜びを聞きました。

　　知事賞受賞おめでとうございます。
　ありがとうございます。受賞の知らせは早
朝に祖母からありました。新聞紙上で発表さ
れた結果を見た祖母が電話で知らせてくれま
した。最初は信じられませんでしたが、がん

ばってよかったと思います。家族や友だちか
らもお祝いの言葉をもらいました。
　　題材が「醸造」についてですね。
　夏休みの課題として新聞作りに取り掛かっ
たのですが、なかなか何について書けばよい
のか分かりませんでした。悩んでいるところ、
母にアドバイスをもらいました。自宅が酒販
店なのですが、日本酒の作り方を知らなかっ
たので調べてみようと思い立ちました。
　　新聞作りは楽しく思いましたか。
　作成に当たり、まず父に話しを聞きました。
それから市内の造り酒屋やしょう油の醸造元
を訪ねました。取材を進めていくと、次第に
大野は人や風土に恵まれていると感じ始め、
市外から多くの人に大野へ来てほしいという
思いで記事を書きました。
　　どのようなところに苦労しましたか。
　紙面構成を決めることにとても苦労しまし
た。特に一目で大野の様子が分かるように地
図を見やすくすることに時間を掛けました。
取材で聞いた話しや撮影した写真は、どれも
興味深いもので、本当の新聞紙１ページ分で
どのように伝えるのか、どれを削りどれを載
せるのかと考えて、みだしや配置を決めてい
きました。
　　これからの目標は。
　普段接している何気ないものが大野の財産
であり、昔から受け継がれてきたものが人や
技術によって、その時代に合った変化をして
います。本を読むことや文を書くことが好き
なので、いろいろな形で大野の良さを伝えて
いきたいと思っています。

県
中
学
生
郷
土
新
聞
コ
ン
ク
�
ル
知
事
賞
受
賞  

 

大
野
の
良
さ
を
伝
え
た
い

こんにちは

髙
た か だ

田和佳菜さん（開成中２年）
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話題のひろば

市政に貢献　感謝状贈る
　10月26日に市長室で、奉仕活動で市政に貢献した前田
電気株式会社（前田豊次社長）と中村義三さんに岡田市
長から感謝状が贈られました。同社は車道側を照らして
いた街灯を歩行者のために向きを変える作業を無償で行
いました。中村さんは大野署上野駐在所長として勤務し、
地域の子どもや高齢者に趣味を生かして陶芸や笛を教え
ています。両人ともに「地元の人に喜んでもらえた。評
価されたことは光栄」と話していました。

天皇陛下在位20年を市民が記帳し祝う
　11月12日から13日にかけて、市民が市役所で
天皇陛下の在位20年を祝し記帳しました。
　市役所ホールに設けられた記帳所には、朝から
市民が訪れていました。

楽しく食の理解深める
　11月15日に学びの里「めいりん」で「食文化の祭典」が
開かれました。同祭典では食育について理解を深めるため
のかるた取りやビンゴ大会などに多くの市民が参加。鍋料
理をテーマに料理の技術や知識を競う「第３回全国高校生
食育王選手権」も開催され、各地域から予選通過した高校
生が熱い戦いを繰り広げました。大野高校生グループ「ワ
ンダフルワールド」もサトイモやマイタケを用いた“鍋”
で奮闘しました。
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話題のひろば

大野インター工事着々と

　中津川では、中部縦貫自動車道の大野ＩＣ（イン
ターチェンジ、仮称）を設置する工事が着々と進め
られています。９月には地元の管理道路をまたぐ本
線進入路の構造物が一部完成。平成24年度の暫定２
車線供用開始を目指し工事が行われています。
（写真は11月６日の様子）
※大野油坂道路の大野東－和泉ＩＣ間では、９月中
　旬から測量や地質調査が進められています。

大会回遊旗がヤマリンからウグピーに
　10月19日に市役所で「第30回全国豊かな海づくり大
会」を宣伝する九頭竜川・石徹白川流域回遊旗が岐阜県郡
上市から大野市に引き継がれました。同大会は、海や河川
の環境保全を目的に、来年６月に岐阜県関市で開催される
ものです。その回遊旗の１つは九頭竜川の流域を本市から
勝山市、福井市などを経て坂井市へとリレーされます。引
継ぎ式では日置・郡上市長や同大会キャラクターのヤマリ
ンから岡田市長やウグピーに回遊旗が手渡されました。

女性消防隊が練習の成果を発揮
　10月22日に神奈川県横浜市内で開催された第19回
全国女性消防操法大会で、本県代表として出場した阿
難祖地頭方女性消防隊が敢闘賞を受賞しました。
　同消防隊は大会に向けて行ってきた練習の成果を発
揮し、今後の活動につなげていくこととしています。
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再発見再発見悠久の時を経た越前大野城

第２話　長近公の生い立ち

         

 
月
別
カ
レ
ン
ダ
ー
も

残
す
と
こ
ろ
１
枚
と

な
っ
た
。
１
年
の
ま
と

め
か
ら
﹃
為し

は果
つ
る
月
﹄

で
師
走
。
こ
の
１
年
の

為
果
つ
と
し
て
各
方
面
各
分
野
の
十
大
ニ
ュ
ー

ス
が
発
表
さ
れ
る
が
、
暗
い
話
題
ば
か
り
が
ラ

ン
ク
さ
れ
な
い
よ
う
に
願
っ
て
い
る
？
▼
95
年

か
ら
始
ま
っ
た
今
年
の
漢
字
の
公
募
結
果
が
、

12
月
12
日
の
﹁
漢
字
の
日
﹂
に
清
水
寺
で
揮き

ご
う毫

さ
れ
る
。
日
本
や
世
界
の
世
相
を
表
わ
し
た
漢

字
一
字
は
何
と
言
う
文
字
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

06
年﹁
命
﹂
07
年﹁
偽
﹂
08
年﹁
変
﹂
09
年﹁
？
﹂

い
ろ
い
ろ
と
予
想
し
て
み
て
は
▼
当
市
で
も
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
集
団
感
染
が
急
増
し
、

学
級
学
年
閉
鎖
や
休
校
措
置
を
と
っ
た
。
世
界

中
日
本
中
に
蔓ま
ん

延
感
染
し
て
い
る
の
で
、﹁
感
﹂

﹁
染
﹂﹁
菌
﹂か
▼
政
権
交
代
に
関
す
る
文
字
﹁
民
﹂

﹁
鳩
﹂﹁
除
﹂な
の
か
。
興
味
津
々
。
十
大
ニ
ュ
ー

ス
も
世
相
漢
字
も
希
望
感
と
期
待
感
を
抱
か
せ

る
ほ
う
が
よ
い
▼
先
日
ク
ラ
ス
会
で
結ゆ
い

ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
話
題
に
な
っ
た
。
遠
方
か
ら
里
帰
り

し
大
野
の
人
情
に
久
し
ぶ
り
に
ふ
れ
た
友
は﹁
結

い
の
心
を
実
感
し
た
。
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
人

情
の
発
信
地
に
し
て
ほ
し
い
﹂と
語
っ
た
。﹁
結
﹂

は
大
野
の
一
字
漢
字
▼
市
広
報
車
が
環
境
保
全

で
地
下
水
の
危
機
を
訴
え
て
走
り
、
空
か
ら
は

交
通
安
全
を
促
す
広
報
機
の
宣
伝
が
聞
こ
え
る
。

歳
末
の
恒
例
行
事
と
は
い
う
も
の
の
市
民
一
人

一
人
が
気
を
つ
け
為な

す
べ
き
こ
と
だ
▼
為
す
こ

と
を
為
し
よ
き
年
を
迎
え
た
い
（
安
田
）

　
表
紙
の
写
真
を
撮
影
す
る
た
め
、

５
分
間
カ
メ
ラ
を
構
え
続
け
ま
し

た
。
楽
し
そ
う
に
缶
を
積
ん
で
い
た

子
ど
も
が
、
缶
が
高
く
な
る
に
つ
れ

て
表
情
が
変
わ
り
、
缶
が
ぐ
ら
つ
く

と
写
真
の
と
お
り
真
剣
な
ま
な
ざ

し
。撮
影
し
た
一
連
の
画
像
を
見
て
、

楽
し
そ
う
な
顔
・
真
剣
な
顔
っ
て
い

い
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た（
小
島
）

　
食
文
化
の
祭
典
で
は
地
元
の
豊
か

な「
食
」に
感
激
し
ま
し
た
。
本
市
の

自
然
や
人
柄
が
こ
の
食
文
化
を
築
い

て
き
た
の
だ
と
確
信
。
一
方
、
食
の

将
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

開
成
中
の
髙
田
さ
ん
は
、
自
分
で
そ

の
答
え
を「
新
聞
」に
テ
ン
ポ
よ
く
掲

載
。
こ
の
広
報
紙
で
も
明
る
い
将
来

を
感
じ
る
よ
う
記
事
作
り
に
努
め
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
（
松
森
）

世帯数 12,167世帯（４世帯)

人　口 37,900人（ｰ24人）

〈男〉 18,071人　（-4人）

〈女〉   19,829人（ｰ20人）

◆10月中の内訳
　転入　52人　　出生　24人
　転出　68人　　死亡　32人

　金森長近公は、大永４（1524）年に美濃（現在
の岐阜県）で生まれたと言われています。
　小さいころは、五郎八可

あ り ち か

近という名前でした。
金森という苗字は、近江国の野洲郡金ヶ森（現在
の滋賀県守山市金森町）に一時住んだことから、
その地名を取って名乗るようになったと言われて
います。天文10（1541）年、18 歳のときに尾張（現
在の愛知県）の織田家に仕え、当時８歳であった
織田信長の身のまわりの雑用をしたと伝えられて
います。
　弘治元（1555）年、今川義元の軍を破った桶狭
間の戦いに参加し、手柄をたてたことから、信長
の「長」の一字をもらい「長近」と名乗るようにな
りました。
　その後、朝倉氏を破った姉川の合戦や、武田氏

を破った長篠の合戦など、織
田信長に従っていくつもの
戦に加わっています。
　長近公の正室・お福は、
斎藤道三の娘で信長の正室・
濃姫の姉妹という話もあり
ますが、明らかではありま
せん。
　長近公が大野へ初めて来
たのは、天正３（1575）年、
52 歳のころです。当時、一
向一揆に支配されていた越前を美濃側から攻め、
大野郡を平定しました。長近公は、この軍功により、
大野郡の３分の２を信長から与えられ、大野に入
ることになりました。

編

集

後

記

金森長近公が亀山に築城して、来年で４３０年を迎えます。
越前大野城を取り巻く歴史をひも解きます。

市 民 の う ご き
平成21年11月１日現在

お
福
池

この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙と
環境に優しい大豆油インキを使用しています。
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